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1 はじめに

医療機関における電子カルテシステムの導入には，
様々な問題があることが指摘されている [1]．例えば，
導入・運用時のコスト，コンピュータの操作に不慣れ
なスタッフが扱いづらいこと，操作ミスに起因する医
療ミスが発生すること等が挙げられる．
医療機関におけるこれらの業務電子化の問題点をで

きるだけ解消し，電子化導入に伴う現場の混乱を抑え，
かつ業務を効率化することを目的に，使いやすいイン
タフェースを備えた診療予約業務支援システム「聞き
耳メアリー」の開発を行った．
本システムは，病院のリハビリテーション科に関す

る患者情報管理，診療予約業務支援，診療記録レポー
トの作成支援を行うことができる．2009 年 11 月か
ら実際の業務で運用されており，安定稼働を実現して
いる．
聞き耳メアリーは PC上で動作する．現在は 2台の

PCを導入しているが，診療スタッフや患者数の増加
により，端末の増加が望まれている．しかし，端末を
増やすにはコストがかかる．一方で，診療スタッフが
患者に治療を行いながら，患者情報の閲覧・診療予約
管理を行いたいとの要望も出てきている．そこで，比
較的安価（数万円）に入手可能な小型携帯端末に，聞
き耳メアリーの一部機能を移植した．
本稿では，主に，小型携帯端末上で動作する診療業

務予約支援システムについて，そのインタフェースや
機能について報告する．

2 システム概要

図 1にシステムの概観図を示す．主に，患者情報等
を保存しておくデータベースサーバと，データベース
にアクセスするための端末（PCや iPod touch）から
構成されている．

2.1 PC版システム [2]
PC版聞き耳メアリーの特徴は，聞き耳（音声）イ

ンタフェースとそれを最大限に活かすためのグラフィ
カルユーザインタフェース（GUI）を備えていること
である．
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図 1: システム概観図

聞き耳インタフェースは，システムを操作するオペ
レータと対話相手（患者等）との会話に聞き耳を立て，
自動的に音声を取得する機構である．オペレータが必
要とする情報（患者情報等）を先回りして画面に表示
する．そのため，会話をしながら効率よく情報を引き
出せる．
システムの操作は主としてタッチパネルと音声によ

り行う．音声とタッチによる直観的な操作が行えるた
め，誰でも簡単に操作できることに加え，システムに
慣れるのも容易であることが被験者実験により明らか
となっている∗．

2.2 小型端末版システム

今回，PC 版システムの機能の一部を Apple 社の
iPod touchで動作するアプリとして実現した．小型携
帯端末版で実現できる機能は，患者情報検索と診療予
約／予約キャンセルである．

Apple 社が提供する iOS 開発環境により，iPod
touch上にユーザにとってわかりやすいユーザインタ
フェースを設計・実現できる．タッチによる操作を直
観的に行えるため，PC版システムと同様に使いやす
い操作性を提供できる．
2.2.1 グラフィカルユーザインタフェース

図 2に動作画面例を示す．図 2の左の画面は，予約
を入れる（キャンセルする）患者を選択する画面であ
り，ソフトウェアキーボードにより患者を選択する．
中央の画面は，予約を入れる日を決定するためのカレ
ンダー表示である．予約を入れる日をタッチすること
で，選択した日のタイムスケジュールを表示させる．
最後に図 2の右の画面が実際に予約を入れる画面であ

∗ 文献 [2]で聞き耳インタフェースおよびタッチパネルのユーザ
ビリティを評価している．
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図 2: 小型携帯端末上の表示例

り，その日の空き時間を検索し，予約ボタンで予約を
入れる．

iOS開発環境を用いることで，ユーザが直感で操作
できるようなユーザインタフェースを提供することが
可能である．しかし，あらかじめ提供されているソフ
トウェアキーボードは，キーボードの各ボタンが小さ
いこと，物理キーボードのような操作感がないことか
ら，使いにくい．そこで，小型携帯端末版システムの
使いやすさを向上させるために，次のような工夫を行
なっている．
2.2.2 使いやすさ向上のための工夫

工夫している主な点は以下の 2点である．

• 患者名予測
• カレンダー機能

患者名を選択する際にはソフトウェアキーボードを
使用するが，前述した問題がある．そこで，あからじ
め患者名を予測することで，患者検索操作を簡略化す
る機能を実装した．
小型端末を用いて患者予約をするのは，主に，診療

が終わった直後であることが多い．そこで，患者情報
データベースから，リアルタイムで診療中の患者情報
を取得しておき，患者検索の候補者としてシステム上
に提示しておく．これにより，患者の要求に即座に対
応できるようになる．
カレンダーの日セルには，一目でその日の予約状況

がわかるように工夫をしている．システムを導入して
いる病院では，1人の診療スタッフは 1日に最大 24単
位（1単位は 20分）まで診療する．そこで，10件以
上の予約が入っている日セルの数字の下に「・」マー
クを表示させる．また，カレンダーの下に，選択した
ある 1 日の時間帯毎の予約状況が一覧できるように
なっている．この機能により，診療スタッフは簡易に
予約状況を把握することができ，患者と対話しながら
スムーズに予約処理を行うことができる．

3 評価結果

PC版の客観的・主観的評価結果については，文献
[2]を参考にされたい．本稿では，特に小型携帯端末
版メアリーについての主観評価結果を示す．
実際の業務で小型携帯端末版メアリーを使っている

20・30代の 2名の診療スタッフに対して評価アンケー

表 1: 主観評価結果
項目 (1) (2) (3) (4) (5)
評価 5.0 4.0 4.0 4.0 4.5

トを実施した．アンケート項目は，(1)システムを導
入することで予約業務が楽になるか，(2) 日常の業務
が改善されるか，(3) 患者の負担が減るか，(4) シス
テムの機能に対する満足度，(5) システムにはすぐに
慣れたか，の 5項目で，1（評価低）～5（評価高）の
5段階で評価してもらった．これとは別に自由記述で
のコメントを頂いた．
評価結果を表 1に示す．評価値は 2名の被験者の平

均である．表 1の結果を見ると，おおむね好評価を得
られていることがわかる．
これまでは診療予約を取れる端末数が限られてお

り，予約希望の複数の患者が同時に端末に殺到してし
まうと，患者に少しの間待って頂くことが多かった．
しかし，小型携帯端末を導入することで，診療後すぐ
に簡単に予約処理を行うことができる．また，すぐに
患者情報を呼び出せるため，患者とのやりとりが早く
なった．
しかし，一方で，頂いたコメントの中には「操作は

し易いがもう少しボタンが大きいほうが良い」，「名
前の検索につかうソフトウェアキーボードが押しにく
い」などの操作性に関する指摘があり，まだ使いやす
いインタフェースとは言えない．そこで，できるだけ
タッチ操作のステップ数を減らすために，音声認識イ
ンタフェースを導入することが必要であると考える．

4 おわりに

本稿では，実際の病院で導入した診療予約業務管理
システムについて紹介した．本システムは，PC版およ
び簡易機能のみを提供する小型携帯端末（iPod touch）
版の 2つのプラットホーム上で開発され，実際の医療
現場で利用されている．
今後の課題としては，小型端末システムに音声認識

機能を実装する．iPod touchは画面が小さく，ソフト
ウェアキーボードでの名前検索が大変である．そのた
め，音声認識機能の実装が嘱望されている．
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